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三田松聖高等学校「修学旅行」 
　1月 14 日（日）からA班、15日（月）から B班に分かれて修学旅行団生徒
383 名と引率教員 16名がハワイに向けて出発しました。
　オアフ島のホノルル空港に着いた一行は、夏のような日差しに戸惑いな
がらも市内観光を終えアラモナホテルへチェックインしました。二日目は、
平和学習でアリゾナビジターセンターを訪れ、昼食はゴルフ場でのビュッ
フェスタイルの食事を楽しみました、意外にもそうめ
んなどの日本食が美味しかったそうです。三日目は班
別行動となり、市内アウトレットなどでのショッピン
グと現地の人たちとの会話やふれあいを満喫しまし
た。四日目は帰路に着いたわけですが、飛行機内の CA
さんの料飲サービスや映画鑑賞なども素敵な思い
出のひとコマです。
お土産と一緒に持ち帰った沢山の思い出を大切に、
これからの高校生活に活かしてほしいですね。

短大附属北摂学園幼稚園「生活発表会」 
　平成 30 年 2 月１０日（土）認定こども園湊川短期大学
附属北摂学園幼稚園（園長　中井重樹）にて、生活発表会が
行われました。園児たちは、朝からドキドキしながらも、
発表する意欲を高め、それぞれの学年らしさを存分に発揮
し、自信をもって取組んでいる姿を見せてくれました。
1 年間の集大成であるこの行事は、保護者の関心も高く、
大勢の方が来られ、子どもたちの成長を感じながら、ほほえ
んだり、涙を浮かべたりしながら観覧されました。

　2 月 3 日（土）湊川短期大学主催、三田松聖高等学校共催の第 4 回キャリア教
育研究国際セミナーが湊川短期大学本館で開催されました。4 回目になる本
セミナーは、これまでライフストーリー教育を中心に国内外の研究者や実践
者を招き、講演やワークショップを行う中で議論を進めてきました。
今回は、全国から 40 名が参加する熱気あふれるセミナーとなりました。
　午前の部で、フランス・トゥール大学准教授、Ashivif（国際ライフスト̶リー
教育研究会）会長のエルベ・ブルトン氏から「若者が自分のライフストーリーを
語る意味」として報告がありました。自身の教育実践から学生が話し手、聞き
手になり、ライフストーリーをどのように話をするのかという具体的内容を

解説されました。次に、関西外国語大学短期大学部教授の川﨑孝夫氏は、人生を
振り返ることについての実践を紹介され、学生が働くことに対しての意味を考
えお互いの経験を共有することによって自己概念を確立することなどを紹介
されました。
　午後には、エルベ・ブルトン氏のワークショップ「精細化（I’explicitation）の
具体的な方法について」があり、参加者が実際に話し手や聞き手になり、精細化
を体験しました。最後に立命館大学教授の森岡正芳氏が今回のセミナーを整理
する講評をされ、セミナーを盛会のうちに終えました。
　セミナーで得たことを活かし、ライフストーリーを具体的に高校生や大学生に応
用すると何が起きるのか、どうしたら応用できるのかを考えていきたいものです。

■降伏文書調印式が
　行われた戦艦ミズーリ

■ナイトショーが行われる
　スタジアム（開演前）

■ポリネシアンカルチャー
　センターアトラクション


